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平成 27 年度長久手市社会福祉協議会事業計画 

事業名 事業概要 課題 目標 具体的実施（取組）事項 担当係 

（箇条書き） （箇条書き）  明確に、数値で、いつまでに   

心配ごと相談事業 

 

・弁護士による無料法律相談 

 

・人権擁護委員による心配ごと相

談 

 

 

・人権相談の内容が分かりにく

く、相談者が少ない。 

 

・８月までに人権相談の具体例を

示すチラシを作成し、事務所の

ラックに設置。 

 

 

・チラシの作成。 総務係 

 

 

福祉の家窓口業務 

 

 

・あったかぁどの発行、福祉の家

貸館業務等。 

 

 

・貸館に関する細かいルールがな

く時折苦情の発生。 

 

 

・５月までに貸館ルールを作成、

８月まで窓口で周知後、９月よ

り完全実施。 

 

 

・貸館に関するルールを考案し、

委託元の長寿課確認のうえで実

施。 

 

 

総務係 

 

 

広報紙「福祉のまち ながくて」

発行 

 

 

・本会で行う事業などの広報紙と

して、事業等の周知。 

 

 

・外部からの意見をもらう機会が

少ない。 

 

 

・１０名のモニターを確保。 

 

 

・５月の広報紙で市民よりモニタ

ーを公募。 

 

 

総務係 

社会福祉大会 

 

 

・市内福祉関係者が集い、社会福

祉の発展の功績者を表彰。 

 

・ 平成２５、２６年度は福祉ま

つりと同日開催を行ったが、

別々で開催すべきとの意見が

あり。 

 

・法人設立３０周年記念大会とし

て、記念講演を大会と共に実

施。 

 

 

・今年度、福祉まつりとは、別日

で開催。 

・法人設立３０周年記念大会とし

て開催。 

総務係 

理事会・評議員会・監事会の運営 

・理事、評議員、監事による会

で、事業計画、予算、事業報

告、定款変更等の、法人運営に

かかる重要案件等の議決、執行

の実施。 

 

 

・理事会・評議員会の役割を明確

化。 

 

・年１回、１０月頃に開催する理

事会・評議員会の終了後に研修

会を開催。 

 

 

・役員、評議員に役員等の役割、

社協事業の研修会を開催。 
総務係 

ホームページ 

 

 

・本会の事業紹介、告知・事業計

画等の掲載、ブログの投稿等。 

 

・本会と関係の薄い画像等が一部

使用。 

・各部署の更新の遅滞の発生。 

 

・随時、写真等を撮影して、関連

した画像に変更する。 

・法人として各部署の毎月のリリ

ース状況、最新化を確認する。 

 

・総務係より更新の滞りの箇所が

見られる場合は、部署に確認

の実施。 
総務係 

地域交流のつどい・サロン活動 

助成事業【重点事業】 

・地域に居場所ができることで、

閉じこもり、孤立の防止、健康増

進になるよう、サロンを立ち上

げ・運営する団体に対し、助成金

の交付や運営の相談対応。 

 

 

・小校区によってサロン数の偏り

がある。 

 

 

 

・各小校区に３か所以上のサロン

を設立。 

 

 

・サロンが少ない南小校区で新規

サロンが、計３か所になるよう

支援。 

・説明会を兼ねた交流会の開催。 

地域福祉係   
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事業名 事業概要 課題 目標 具体的実施（取組）事項 担当係 

（箇条書き） （箇条書き）  明確に、数値で、いつまでに   

 

 

見守りサポーター  ながくて   

養成事業【重点事業】 

 

・見守りが必要な人の早期発見を

担う地域のアンテナ役の見守り

サポーターの初級、中級、上級の

養成。 

 

 

・見守りのシステムが円滑に進む

ように、養成後の支援が必要。 

・初級講座は、随時開講。 

出張講座も開講。 

・中級講座を年２回開講（６月、１

２月） 

・上級講座を年１回開講(２月) 

・交流会を年１回開催。 

 

 

・民生委員・児童委員、サロン主催

者も交えた交流会を開催。 

 

 

 

地域福祉係  

 

 

地区社協事業【重点事業】 

 

・困っている人を支援する仕組み

を住民と話合う組織として、地

区社協を設置。 

 

 

・新規事業であるため、地区社協

の周知が必要。 

 

 

・西、北、市が洞小校区に、地区社

協を設置。 

 

・運営委員への委嘱式を実施。

（西、北、市が洞小校区） 

・各小校区（西、北、市が洞）で部

会を設置。 

 

 

地域福祉係 

 

 

 

 

各種講座の開催 

 

・誰もが、安心して暮らせるため

に、多分野に渡る講座を開催す

る。 

 

 

・子どもから高齢者まで、対象者

が偏らないような講座を企画。 

 

 

・単発講座を８回開催。 

 

 

・１～２か月毎に企画。 

 

 

地域福祉係  

 

 

福祉実践者のつどい 

 

・市内の福祉事業所の職員同士の

交流を目的に開催し、事業所間

同士のネットワークを構築。 

 

 

・各事業所間で連携を図れるよう

な機会が必要。 

 

 

・年４回、３か月毎に実施。 

 

・ネットワーク構築のための交流

会、市内福祉の課題となるテー

マで事例検討等の勉強会を実

施。 

 

 

地域福祉係  

 

 

地域福祉活動計画の推進 

 

・地域福祉の設計図である地域福

祉活動計画に沿って事業を推

進。 

 

 

・計画の進行管理が必要。 

 

 

・計画推進委員会を年１回開催。 

 

 

・計画推進委員会を設立。 

 

 

地域福祉係 

 

 

 

共同募金運動への協力及び共同募

金配分事業の実施 

 

・住民相互の助け合いと地域福祉

の推進を目的に、赤い羽根共同

募金（毎年１０月）、及び歳末助

け合い募金（毎年１２月）を実

施。 

 

 

・募金使途の周知されていない。 

・共同募金委員会で事業計画を協

議。 

・赤い羽根共同募金 

目標額：4,000,000 円 

歳末たすけあい募金： 

目標額：120,000 円 

 

・募金配分事業実施の際に共同募

金の主旨や役割等の説明を実

施。 

 

 

地域福祉係  

 

 

第２９回福祉作文コンクール 

 

・児童、生徒の福祉活動の啓発を

目的に、作文を通して福祉活動

を考える機会を設ける。 

 

 

・児童、生徒を対象に、福祉につい

て考える機会が必要。 

 

 

・市内の全ての小、中学校に対し

て、作品を募集。 

 

 

・市内の小学６年生及び中学２年

生を対象に作品を募集。 

 

 

地域福祉係  
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事業名 事業概要 課題 目標 具体的実施（取組）事項 担当係 

（箇条書き） （箇条書き）  明確に、数値で、いつまでに   

 

 

ひとり親援助活動 

 

 

・ひとり親家庭にとって必要な援

助活動を実施。 

 

 

・母子家庭の貧困率は世界の中で

も最も高い状況。 

 

 

・講座を１回開催。 

 

 

・ひとり親世帯対象の家計講座の

開催。 

 

 

地域福祉係 

 

 

 

男性料理教室 

 

 

・男性に対し、料理教室を実施。 

 

・料理に慣れていない男性が多

く、栄養バランスのよい食事が摂

れるよう学ぶ機会が必要。 

 

 

・料理教室を開催。 

 

 

・手軽に作れて栄養のとれる料理

の教室を開催。 

 

 

地域福祉係  

 

 

赤い羽根作品コンクール 

 

 

・赤い羽根をテーマとしたポスタ

ー及び習字の作品を募集。 

 

 

・児童・生徒を対象に、福祉につい

て考える機会が必要。 

 

 

・市内の全ての小・中学校に対し

て、作品を募集。 

 

 

・市内の小学３・５年生及び中学

１年生を対象に作品募集。 

 

 

地域福祉係  

 

 

お笑い演芸会の開催 

 

 

・高齢者同士の交流や外出の機会

創出のために、ボランティアに

よる寄席を開催。 

 

 

・開催場所によって、参加率に偏

りがある。 

 

・歳末たすけあい募金運動の時

期に、各小校区で１回ずつ実

施。 

 

 

・平成２６年度に参加率の低かっ

た会場は、開催場所を見直し。 

 

 

地域福祉係  

 

 

子育て・障がい者世帯への支援 

 

 

・子どもから大人まで、障がいが

あってもなくても支え合いに関

するテーマのイベントを開催。 

 

 

・多様化する価値観に対応できる

ようなイベントが必要。 

 

 

・歳末たすけあい募金運動の時期

に、劇等を１回実施。 

 

 

・子どもも理解できるようなテー

マの劇等を企画。 

 

 

地域福祉係  

 

 

長久手市福祉まつりの開催 

 

・市内のボランティア団体・福祉

事業所が交流し市民が福祉につ

いて考える機会を設ける。 

 

 

・実行委員形式で検討。 

 

 

・３～４月に公募委員を募る。 

 

 

 

・公募の実行委員を交え、企画・運

営。 

 

 

地域福祉係  

 

 

高齢者生涯学習 

 

・「初めて」をキーワードに、高齢

者の生きがいづくり、健康増進、

仲間づくりを目的に各種講座を

開催。 

 

・市からの委託時の講座内容が画

一化しており、講座内容に偏りが

ある。 

 

 

・新しい講座を１種類追加。 

 

 

・福祉に関する講座を追加。 

 

 

地域福祉係  
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事業名 事業概要 課題 目標 具体的実施（取組）事項 担当係 

（箇条書き） （箇条書き）  明確に、数値で、いつまでに   

 

 

会員募集 

 

・地域福祉の充実を目的に、強化

月間（５、６月）を設け、募集活

動を実施。 

 

・自治会を通して募集を依頼して

いるため、自治会加入率の減少と

ともに緩やかに減少傾向。 

・募集方法の検討。 

 

 

・さまざまな加入の仕方に対応で

きるよう体制を整備。 

・自治会加入者以外の人も、加入

できるように、周知する。 

・どのような活動に使用されて

いるかの周知。 

・随時加入できることの周知。 

 

 

地域福祉係  

 

 

貸付事業 

（生活福祉資金・はやぶさ資金） 

 

 

・生活に困窮した世帯に対し、必

要に応じて貸付を実施。 

 

・生活に対する価値観が多様化す

る中、生活に困窮する理由もさ

まざまで、個々に適した支援が

必要。 

 

・緊急時に対応できるよう、フー

ドバンクを活用できるように手

続。 

 

・貸付条件に該当する場合は、速

やかに手続きを行い、該当しな

い場合も食料譲渡などを検討。 

 

 

地域福祉係  

 

 

日常生活自立支援事業 

 

・金銭管理に不安のある方の福祉

サービス利用援助や日常的金銭

管理サービス、書類等の預かり

サービスを実施。 

 

・今年度より、基幹的社協から、事

務が移管されるため、新たな事務

手続き等の把握。 

 

 

・速やかな対応ができるよう体制

を整備。 

 

 

・職員が知識を習得し、複数で対

応することで、速やかな対応。 

 

 

地域福祉係  

 

 

地域ボランティア養成事業 

 

・地域のボランティア活動者を増

やすための講座や勉強会を開

催。 

 

 

・地域でのボランティア講座やイ

ベントが少ない。 

 

 

・年３回以上開催。 

 

・地区社協とも連携し、地域のサ

ロンや共生ステーションで講座

や勉強会を開催。 

 

 

地域福祉係 

 

 

ボランティア紹介・斡旋事業 

 

・ボランティアが必要な人や施設

等から依頼を受け、登録ボラン

ティアを派遣。 

 

・ホームページに関心が薄い人

や、福祉の家から遠い人、ボラン

ティア受け入れ施設側にボラン

ティアセンターの存在や利用方

法の認知度不足。 

 

 

・ボランティア募集の依頼数が年

間１５件増加。 

・ボランティアセンターのパンフ

レットを作り、地区の拠点や施

設に出向き配布により、ボラン

ティアの依頼方法等を紹介。又、

ボランティア受け入れ先との研

修会も実施。 

 

 

地域福祉係 

 

 

 

 

災害時ボランティアセンター事業 

 

 

 

・災害時に被災者に特化した「災

害時ボランティアセンター」を

設置運営。 

 

・災害時ボランティアセンター訓

練に参加する市民が少なく、災

害時ボランティアセンターの認

知度が上昇しない。 

 

・市民参加２０名以上。 

・災害時ボランティアセンター訓

練への参加を、市広報だけでな

く地区の回覧版を使って市民に

呼びかけを実施。 

 

 

 

 

地域福祉係 

 

・災害時ボランティアセンターに

必要なテントの備蓄する置き場

の確保。 

 

 

・１１月までに倉庫購入。 

 

・倉庫設置の場所を確保し、倉庫

を購入。 
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事業名 事業概要 課題 目標 具体的実施（取組）事項 担当係 

（箇条書き） （箇条書き）  明確に、数値で、いつまでに   

ボランティア相談事業 

 

 

・ボランティアによるボランティ

アのための相談。 

 

 

・相談事業について、市広報を読

まない人の認知度不足。 

 

 

・１月までにパンフレット作成。 

 

・ボランティアセンターのパンフ

レットを作成し「ボランティア相

談」について掲載。 

 

地域福祉係 

 

社会福祉協力校事業 

 

・市内小中高等学校で福祉教育を

普及させるため、福祉実践教室

の開催や学校行事への参加。 

 

 

・「発達障がい」を教えるボランテ

ィアグループのスキルアップ。 

 

 

・「発達障がい」にかかる講座を春

休みに１回開催。 

 

・研修等に参加し、「発達障がい」

の基本的知識を身に着け、みよ

し市の福祉実践教室に手伝いと

して参加しスキルの向上。 

 

地域福祉係 

 

家庭体験ボランティア事業 

 

・児童養護施設の子どもを長期休

暇中に家庭へ招くボランティア

を育成。 

 

・ふれあい遠足会には参加する

が、家庭体験ボランティアまで

発展しない。 

 

・ふれあい遠足会参加者から児童

養護施設内でのボランティアを

３名以上確保。 

 

・家庭体験ボランティアへの前段

階として、ふれあい遠足会参加

者に、児童養護施設内でのボラ

ンティア活動を推進。 

 

地域福祉係 

 

 

 

団体補助 

 

 

・各団体が自主活動できるよう支

援。 

 

 

・役員の担い手が不足。 

 

 

・６月までに、各団体役員の活動

の見直しを実施。 

 

・各団体役員に、人材育成につい

てどのようにしているか聞き取

り調査を実施。 

 

地域福祉係 

 

団体助成 

 

 

・シニアクラブ活動の活性化や高

齢者の生きがいづくりの推進 

 

 

・参加者が限られてきて、新規会

員加入が少ない。 

 

 

・９月までに、シニアクラブ若手

養成講座を１回開催。 

 

 

・市内の高齢者を対象に、シニア

クラブ若手養成講座を開催。 

 

地域福祉係 

 

 

・市内の子どもたちが、異年齢の

交流を経験し、社会に出たとき

に必要なコミュニケーション能

力の向上をサポート。 

 

 

・ジュニアリーダーズクラブの活

動減少。 

 

 

・９月までに、ジュニアリーダー

ズクラブの改善点を提案。 

 

・ジュニアリーダーズクラブ定例

会に参加し活動の聞き取りを実

施。 

 

地域福祉係 

 

 

 

・市内の障害児・者団体の活動の

補助。 

 

 

・健常者と障がい者が一緒になっ

て活動する場が少ない。 

 

 

・年度内に１回、カローリング大

会を開催。 

 

・ノーマライゼーションの理念の

普及を目的とし、近隣市町村等

に参加を要請し、カローリング

大会開催。 

 

地域福祉係 

 

 

 



6 

 

事業名 事業概要 課題 目標 具体的実施（取組）事項 担当係 

（箇条書き） （箇条書き）  明確に、数値で、いつまでに   

 

 

居宅介護支援事業 

 

 

・居宅サービス計画書を作成し、

各事業所との連絡調整。 

 

 

・利用者の施設入所や入院等が相

次ぎ、作成件数が減少。 

 

 

・年間作成件数１，２００件。 

 

 

・依頼があった場合は受託。 

 

 

事業係 

（居宅介護支援事業） 

 

 

介護認定調査 

 

 

・市町村からの依頼を受け、介護

認定調査の実施。 

 

 

・調査員一人あたりの調査件数が

年々減少。 

 

 

・調査技術の維持。 

 

・年１回開催される現任研修に参

加。 

・調査票を事業所内で回覧し、公

平公正な調査内容になってい

るか確認。 

 

 

事業係 

（居宅介護支援事業） 

 

 

訪問介護事業 

 

・介護保険制度に基づく在宅サー

ビス、ヘルパーを派遣して身体

介護、生活援助。 

 

 

・経営の安定。 

 

・利用者２名増やし３６名。 

 

・要介護認定の利用者の新規契約

の増加。 

 

・介護支援専門員に受入可能な情

報を提供し、要介護認定の判定

状況を把握して契約につなげ

る。 

 

 

事業係 

（訪問介護等事業） 

 

 

居宅介護事業・移動支援事業 

 

 

・障害者総合支援法、地域生活支

援事業に基づく移動支援事業 

 

・個々の障がいの特性に対するス

キルが事業所として統一出来て

いない。 

 

 

・スキルの統一。 

 

 

・長久手市障がい者相談支援セン

ターに依頼し、年 1 回研修を実

施。 

 

 

事業係 

（訪問介護等事業） 

 

 

 

通所介護事業 

 

 

・在宅生活を送る要介護、要支援

の利用者に対して、生活相談、機

能訓練、擁護、健康チェック、食

事の提供、入浴、送迎を実施。 

 

・機能訓練を充実。 

 

・職員の質を向上。 

 

・経営の安定。 

 

・屋外歩行訓練を年３回実施。 

 

・内部研修会を月１回実施。 

 

・増収。 

・外出レクリエーションを年３回

計画。 

・介護サービス向上推進協議会が

設定している必要研修項目の

研修を行う。 

・収益増にむけて利用者数の精査

及び定員数の拡大の検討、経費

の試算。 

 

 

 

事業係 

（通所介護等事業） 

 

 

生きがい型デイサービス事業 

・満６５歳以上高齢者単身者のひ

とり暮らし、要介護認定で非該

当の者等に対して、日常動作訓

練や趣味活動を提供し、高齢者

福祉の増進を図る。 

 

・平成２６年度実績３名で１日５

名の定員割れ。 

 

・経営の安定。 

 

 

・今年度中に利用者２名増員 

 

 

 

・利用希望者や、問い合わせがあ

った利用者に聞き取りを行い、

ニーズに合わせて利用しやす

い環境を整える。 

 

 

 

事業係 

（通所介護等事業） 
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事業名 事業概要 課題 目標 具体的実施（取組）事項 担当係 

（箇条書き） （箇条書き）  明確に、数値で、いつまでに   

 

 

地域活動支援センター事業 

・障がい者、及び障がい児に対し

て、入浴、食事の介助、創作的活

動、機能訓練、介護方法の指導、

社会適応訓練、更生相談、レクリ

エーション実施。 

 

・平成２６年度、年間１日平均利

用者数平均１０．５名、定員１５

名を下回る。 

・経営の安定。 

 

 

・年間１日平均利用者数１３名。 

 

 

・アンケートや聞き取りでそれぞ

れのニーズを把握し、利用しや

すい環境を整備。 

 

 

事業係 

（通所介護等事業） 

 

 

 

介護予防ケアマネジメント業務 

・要支援１、２の認定者へのケア

プラン作成、評価 

・二次予防事業対象者へのアセス

メント、相談、ケアプラン作成・

評価 

・高齢者を対象とした介護予防教

室（社協まめ会）の開催 

 

 

 

・介護予防教室の男性参加者が少

ない。 

 

 

・毎月参加者４０人以上。 

 

・男性平均参加者８名。 

 

・男性参加者が比較的多い映画上

映をプログラムに組み込む。 

 

・シニアクラブ役員会、介護支援

専門員、担当エリア外の民生委

員にもチラシを配布し告知。 

 

 

相談支援係 

（地域包括支援セ

ンター事業） 

 

 

 

総合相談支援業務及び権利擁護業務 

 

・介護、医療、福祉、生活全般に関

する相談 

 

・高齢者の権利に関する相談（虐

待・消費者被害など） 

・自治会等との日時調整が難し

く、新たな場所での定期開催の出

張相談ができない。 

・活用可能な社会資源の可視化が

できていない。 

・行方不明高齢者保護ネットワー

ク事業の認知度不足。 

 

・出前講座を年４回実施。 

 

・今年度中に市民配布用社会資源

マップを作成。 

 

・１０月までに勉強会を開催。 

・出張相談の代わりとして出前講

座を実施。 

 

・市及びたいようの杜地域包括支

援センターと協力して整備。 

 

・認知度向上の為、市内介護支援

専門員への勉強会を開催。 

 

 

 

相談支援係 

（地域包括支援セ

ンター事業） 

 

 

包括的・継続的ケアマネジメント

業務 

 

・担当介護支援専門員が決まるま

での利用者支援。 

 

・介護支援専門員への助言・指導。 

 

 

・相談件数が減少傾向。 

 

 

・勉強会や意見交換会を年度内に

２回実施。 

 

・市内居宅介護支援事業所への定

期連絡を増やし、相談内容に沿

った勉強会や意見交換会の実

施。 

 

相談支援係 

（地域包括支援セ

ンター事業） 

 

 

介護予防事業 

 

・６５歳以上の市民(介護保険認

定者を除く)対象の運動器の機

能向上、栄養改善、口腔機能の向

上の介護予防教室を開催。 

 

・運動器の機能向上教室は、リピ

ーターが多く、栄養改善教室と口

腔機能向上教室は、参加者が定員

割れ。 

・「口腔ケア教室」、「栄養改善教

室」参加者１０人以上。 

 

・新規申込者が各教室の定員の半

数以上。 

 

・市の広報での募集以外に、チラ

シ作成。いきいき倶楽部や民生

委員にもチラシを配布し、より

幅広い周知。 

 

相談支援係 

（地域包括支援セ

ンター事業） 

 

 

長久手市障がい者相談支援事業 

（委託事業） 

・障害福祉サービスの利用援助 

・社会資源を活用するための支援 

・社会生活力を高めるための支援 

・権利擁護及び成年後見制度利用

のために必要な援助 

・専門機関の紹介 

 

・事業者が同事業を受託し、共同

で実施していることから、組織構

築が滞っており、支援センターの

周知不足。 

 

・障害福祉サービスの利用に関す

る説明会の実施。 

最低、年１回の実施の他、随時要

請に応じて実施。 

 

・特別支援学校・保育機関等にて、

説明会を実施。 

 

・潜在的な支援ニーズの発見。 

 

 

相談支援係 

（障がい相談支援

事業） 
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事業名 事業概要 課題 目標 具体的実施（取組）事項 担当係 

（箇条書き） （箇条書き）  明確に、数値で、いつまでに   

 

 

障害支援区分認定調査 

（委託事業） 

 

 

・障害支援区分の認定調査の実施 

 

・市役所からの指示により実施す

るものであるため、計画的な事

業実施が困難。 

 

 

・調査目標件数年間４８件 

 

 

・滞りのない調査の実施。 

 

相談支援係 

（障がい相談支援

事業） 

 

 

指定特定相談支援事業 

 

・サービス等利用計画の作成 

 

・モニタリングの実施 

 

・相談支援専門員の育成及びスキ

ルアップ。 

・経営の安定 

 

・作成した計画内容の検討会を毎

月実施。 

・計画作成目標件数年間３０件 

・計画作成における支援の方向性

の見立て方、目標の設定の仕方、

緊急度の有無に関する点につい

て、検討会にて確認。 

・計画的な業務の実施。 

 

相談支援係 

（障がい相談支援

事業） 

 

 

指定障害児相談支援事業 

 

・障害児支援利用計画 

 

・モニタリングの実施 

 

・相談支援専門員の育成及びスキ

ルアップ。 

・経営の安定 

 

・作成した計画内容の検討会を毎

月実施。 

・計画作成目標件数年間６０件 

・計画作成における支援の方向性

の見立て方、目標の設定の仕方、

緊急度の有無に関する点につい

て、検討会にて確認する。 

・計画的な業務の実施。 

 

相談支援係 

（障がい相談支援

事業） 

 

 

生活困窮者自立相談支援事業 

・生活困窮者に対する相談支援 

・就労その他の自立に関する相談

支援 

・支援計画書の作成 

・生活困窮者支援を通じた地域づ

くり 

 

・職員のスキルアップ。 

 

・支援調整会議の開催。 

 

 

・相談者に適切な支援を行うた

め、知識・技術を習得する。 

・支援調整会議を毎月定期開催す

る。 

・「自立相談支援事業従事者養成

研修」等の研修に参加する。 

・市の担当課と支援調整会議の開

催方法について協議し、５月か

ら定期開催するための準備を行

う。 

 

相談支援係 

（生活困窮自立支  

援事業） 

 

 

生活困窮者家計相談支援事業 

（新規） 

生活困窮者に対する家計相談支援 

・家計診断 

・家計支援計画書の作成及び必要

な支援の調整 

・家計状況のモニタリング 

 

・新たな受託事業となるため、職

員の知識・技術の習得、事業実施

に係る体制作りが必要。 

・相談者に適切な支援を行うた

め、知識・技術を習得する。 

・事業に必要な様式や自立相談支

援事業との分担・連携体制を整

備する。 

 

・各種研修や勉強会等に参加す

る。 

・モデル事業実施機関を視察す

る。 

 

相談支援係 

（生活困窮自立支  

援事業） 

 


